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(57)【要約】
【課題】液体が滴となって制御の及ばない状態でぽたぽ
たと落ちるのを阻止し、注ぎ口を閉じているキャップ上
に存在するこの液体の滴をキャップの開放時に容器内に
戻す。
【解決手段】本発明は、改良した特徴を備える容器（10
）を提供する。この容器は、物質、例えば液体の量を計
測するベースに設けられた一連の計量指標（104）を有
する。カバー（80）も又、物質の量を計測する別の一連
の逆さまの状態の計量指標（108）を有する。本発明は
、同様に、例えば容器のカバーにも容器にも計量指標を
設けることによって２又は３種類以上の液体又は乾燥成
分を計量する計量器具を有する。計量器具は、２又は３
種類以上の液体又は乾燥物質を計量する単一の計量器具
であるのが良く、また、計量した物質を同一の計量器具
内で互いに混合するよう構成されているのが良い。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　防滴型注ぎ口を備えた容器であって、
　流動可能な内容物を収容する容器を有し、前記容器は、前記内容物を前記容器から注ぎ
出す注ぎ口を有し、
　前記注ぎ口に近接して設けられたキャップを有し、前記キャップは、前記内容物が前記
注ぎ口から注ぎ出されるのを前記キャップが阻止する閉じ位置を有し、前記キャップは、
前記内容物を前記注ぎ口を経て前記容器から注ぎ出すことができる開き位置を有し、
　前記キャップの内側フェースに設けられた案内器具を有し、前記案内器具は、前記キャ
ップがその開き位置にあるとき、前記キャップ上の残留内容物を前記注ぎ口内に案内する
よう構成されている、容器。
【請求項２】
　前記案内器具は、前記内側フェースから前記注ぎ口内に差し向けられる前記内容物を集
めるための傾斜部分を備えた延長部を有する、請求項１記載の容器。
【請求項３】
　前記案内器具は、前記キャップが前記閉じ位置にあるとき、前記注ぎ口内に受け入れら
れるよう前記内側フェース上に配置され、前記案内器具の外側フェースは、この同一の閉
じ位置にあるとき、前記注ぎ口の内壁内にぴったりと嵌まり込んで該内壁に密着するよう
寸法決めされると共に形作られている、請求項１記載の容器。
【請求項４】
　前記容器は、
　開口頂部を備えたベースを有し、
　カバーが前記開口頂部に取り付けられて該開口頂部を覆い、
　前記注ぎ口は、前記カバーに取り付けられた状態で設けられている、請求項１記載の容
器。
【請求項５】
　一連の計量指標が前記ベースに設けられていてユーザが前記ベース内の内容物の量を計
測することができるようになっており、
　別の一連の計量指標が前記カバーに設けられていてユーザが前記カバーを用いて内容物
の量を計測することができるようになっている、請求項４記載の容器。
【請求項６】
　前記キャップを前記閉じ位置から前記開き位置に動かすときに前記キャップがその開き
位置を越えて動くのを阻止する停止部が設けられている、請求項１記載の容器。
【請求項７】
　前記停止部は、前記案内器具による前記注ぎ口中への残留内容物の案内を促進するため
に前記キャップをその開き位置に保持するよう構成されている、請求項６記載の容器。
【請求項８】
　計量器具であって、
　物質を収容する容器を有し、前記容器は、開口頂部及び閉鎖端部を備えたベースを有し
、
　前記開口頂部を取り外し可能に覆って閉じるために設けられたカバーを有し、
　ユーザが前記ベース内の物質の量を計測することができるよう前記ベースに設けられた
一連の計量指標を有し、
　ユーザが前記カバーを用いて物質の量を計測することができるよう前記カバーに設けら
れた別の一連の計量指標を有する、計量器具。
【請求項９】
　前記カバーは、前記カバーを用いて物質の量を計測するために前記別の一連の計量指標
をユーザによって使用することができるよう前記ベースに対して動くことができる、請求
項８記載の計量器具。
【請求項１０】
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　前記カバーは、ユーザが前記別の一連の計量指標を用いて物質の量を計測することがで
きるよう前記ベースに取り外し可能に取り付けられている、請求項８記載の計量器具。
【請求項１１】
　前記容器に設けられている前記一連の計量指標は、ユーザが前記ベース内の液体の量を
測定することができるよう構成され、
　前記別の一連の計量指標は、ユーザが前記カバーを用いて粒状物質の量を計測すること
ができるよう構成されている、請求項８記載の計量器具。
【請求項１２】
　注ぎ口が前記カバーに設けられており、前記計量器具内の或る量の物質をユーザによっ
て前記注ぎ口から注ぎ出すことができるようになっている、請求項１１記載の計量器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、小出し注ぎ口を備えた液体貯蔵容器に関する。特に、本発明は、液
体及び／又は粒状物質、例えば粉末を受け入れるための容器であって、注ぎ口及び防滴型
キャップを備えた容器に関する。この容器は、注ぎ口及び注ぎ口を開閉するためのキャッ
プを有し、キャップは、キャップに付着した内容物の残留物（液体又は粉末）をキャップ
が開くときに注ぎ口中に差し向けて、キャップに付着している滴が容器の中へと入るよう
にするための、即ち、容器への望ましくない滴りを防止するためのドリップ案内を有する
。更に、２種類の液体及び／又は粒状物質を計量する別々の計量器具を備えたフードシェ
ーカに関する。
【０００２】
　本発明は、更に、液体及び粒状物質、例えば、粉末の量を計測するために使用できるユ
ニットとして組み合わされた２つの別々の混合器具から成る混合器具を含む。
【背景技術】
【０００３】
　注ぎ口を備えた容器が周知であり、注ぎ口を閉じるためのキャップを設けることも又周
知である。例示としては、液体洗濯用洗剤容器、パンケーキシロップ容器又はビン、油（
調理用、潤滑用等）容器、ソースビン（例えば、しょうゆ用）、乾燥粉末状スパイス容器
等が挙げられる。本発明は、このような任意の使用に利用できるが、本発明をシェーカと
の関連で説明する。シェーカ、例えばフードシェーカや混合器具が知られている。計量器
具が一般に知られている。公知のフードシェーカは、ユーザが自分で、例えば別個の器具
又は粉末のパケットを用いて、計量した液体と粉末の両方を注ぎ込む容器を有する。かか
る公知の器具の全てには欠点があり、例えば使いにくいこと、クリーニングがしにくいこ
と、使い道が限られていることがある。幾つかの公知のシェーカは、液体と粉末の混合を
助ける部品、例えば混合プロセスを促進するために、閉じられたシェーカ内で動き回る１
つ又は２つ以上の混合ボールを有する。ユーザがベース内に入れる液体の液量を計測する
ためだけのためのベースが設けられた、公知のシェーカが存在する。幾つかのシェーカは
、液体の種々の量を指示する指標線が設けられたベースを有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、先行技術の欠点を解決する防滴型キャップを備えた容器、例えばフー
ドシェーカを提供することにある。
【０００５】
　本発明の別の目的は、使いやすく、ベース及びカバーを備えた使いやすい容器、例えば
フードシェーカを提供することにあり、この容器は、液体又は粉末を受け入れて計量する
のに適しており、カバーは、液体又は粒状物質、例えば粉末を受け入れて計量するのに特
に適している。
【０００６】
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　本発明の別の目的は、液体と粉末を混合するための防滴型キャップを備えた容器、例え
ばフードシェーカを提供し、かかるフードシェーカは、フードシェーカの外部又は食品調
理用表面への望ましくない滴りを減少させる。
【０００７】
　本発明の更に別の目的は、液体及び粒状物質、例えば粉末を計量してシェークするのに
適していて、かかる液体及び粉末を計量する多数個の計量器具を備えたフードシェーカを
提供することにある。
【０００８】
　本発明の別の目的は、特に液体及び／又は粒状物質をそれぞれ計量するのに適した２つ
の別々の計量コンポーネントを有する計量器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　これらの目的及び他の目的は、改良した特徴を備えた防滴型キャップ付き容器及び計量
器具によって達成される。
【００１０】
　以上要するに、本発明は、液体が滴となって、どうしようもない状態でぽたぽたと落ち
るのを阻止し、キャップを開いたときにキャップに付着している残留物が容器内に戻る防
滴型キャップ付き容器に関する。
【００１１】
　本発明は、同様に、例えば容器のカバーにもベースにも計量指標を設けることによって
２種類又は３種類以上の液体又は乾燥成分を計量する計量器具を含む。計量器具は、２種
類又は３種類以上の液体又は乾燥物質を計量し、又、同じ測定器具内で計量された物質を
互いに混合するよう構成されているのが良い単一の計量器具であるのが良い。
【００１２】
　相対的な用語、例えば、左、右、上及び下は、便宜上のものであるに過ぎず、本発明を
限定するものではない。
【００１３】
　上述の本発明の目的及び特徴について図面を参照して詳細に説明し、図中、同一の参照
符号は、同一の要素を示している。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】動作形態にある本発明の容器の正面を上から見た斜視図である。
【図２】図１の容器の分解組立て図である。
【図３】図１の容器の平面図である。
【図４】図３の４‐４線矢視断面図であり、キャップがその閉じ位置にある状態を示す図
である。
【図５】図４に類似した断面図であり、キャップがその開き位置にある状態を示す図であ
る。
【図６】図４のキャップの閉じ位置の詳細図である。
【図７】図５のキャップの開き位置の詳細図である。
【図８】図４の８‐８線矢視拡大断面図である。
【図９】カバーが物質を計量するための動作位置にある状態を示す斜視図である。
【図１０】キャップに付着した液体が案内器具によって容器中に差し向けられる状態を示
す上から見た斜視図である。
【図１１】容器が貯蔵位置にある状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１～図１１は、内容物を容器から注ぎ出すための注ぎ口３０を備えた防滴型キャップ
付きの容器１０の一実施形態を示している。内容物は、液体、粒、粉末又はこれらの混合
物であって良いが、注ぎ口から流れ出ることによる小出しが可能であるように流動可能で
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あることが意図されている。
【００１６】
　容器１０は、注ぎ口３０のために設けられたキャップ４０を有し、キャップ４０は、物
質が注ぎ口３０から注ぎ出されるのをキャップが阻止する閉じ位置４４と、物質を注ぎ口
を経て容器１０から注ぎ出すことができる開き位置４８との間で回動する（代表的には、
手動で）。
【００１７】
　同様に、キャップ４０の内側フェース４２には案内器具５０が設けられている。図４に
最も良く示されているように、案内器具５０は、キャップが閉じ位置４４にあるとき、注
ぎ口３０内に受け入れられるよう内側フェース４２に取り付けられた状態で設けられてい
る。さらに、案内器具５０の外側フェースは、この同じ閉じ位置４４にあるとき、注ぎ口
３０の内壁内にぴったりと嵌まり込んでこれら内壁に密着するよう寸法決めされると共に
形付けられている。想定できるように、容器１０を万一傾けると、注ぎ口に沿って上方に
流れる可能性のある内容物は、実際に、案内器具５０に沿って上方に流れ、しかる後キャ
ップ４０の内側フェース４２に当たる（案内器具５０の境界部内で）。したがって、容器
が再び直立に配置されると、内側フェース４２上に存在する残留液体内容物（又は粉末）
５５は、そのままであり、案内器具５０の境界部内でのみ存在することになる。案内器具
５０は、キャップ４０が開き位置４８にあるとき、キャップに付着している残量液体（又
は粉末）５５の１つ又は２つ以上の滴５１，５３を注ぎ口３０内に案内し、それ故、容器
２０内に案内するよう構成されている。
【００１８】
　案内器具５０は、内側フェース４２から差し向けられた液体を注ぎ口３０内に集める傾
斜部分５８を備えた延長部５４を有するのが良い。特に、延長部５４の自由縁は、キャッ
プ４０が開き位置４８にあるとき、注ぎ口３０の上方に配置されると共にこの注ぎ口の周
囲内に配置されることになる。図５及び図１０を参照して最も良く理解できるように、傾
斜部分５８は、液体５５を更に案内して容器１０内に差し向ける。液体５５のうちの何割
かは、図５に示されているように滴５１，５３の形態で案内器具５０からぽたぽたと落ち
ることになる。
【００１９】
　容器１０は、単一のユニットであっても良く、或いは数個の部品で形成されても良い。
図示のシェーカ実施形態では、容器１０は、開口頂部６０、延長部６４，６６及び下端部
７０を備えたカップ形状のベース２０としてカバー８０と一緒に形成されており、カバー
８０は、容易に理解されるように、例えば容器１０をシェークし、液体を注ぎ口３０から
注ぎ出して別の入れ物、例えばユーザのグラス内に注ぎ込むことによる混合の際、液体が
容器１０から失われることなく、使用中に液体を容器１０内に保つよう開口頂部６０に取
り付けられてこれを覆うのが良い。カバー８０は、周知のようにベース２０に開口頂部６
０のところでしっかりと且つ密封的に取り付けられるのが良い。永続的な溶接、取り外し
可能なねじ連結及び弾性溝シールは全て、カバーを固定するために使用される可能性のあ
る具体例である。
【００２０】
　さらに、注ぎ口３０は、以下に詳細に説明するように、使いやすくすると共にクリーニ
ングしやすくするために図示のようにカバー８０に取り付けられた状態で設けられるのが
良いことが想定される。
【００２１】
　シェーカとしての容器１０の多角性を高めるため、一連の計量指標１０４をベース２０
に設けるのが良く、ユーザは、所望量の液体又は確かに、液体と混ぜ合わされるべき粒状
物質、例えば粉末を計量することができるようになっている。本発明の別の特徴として、
カバー８０は、ドーム状の形状を備えるのが良く、カバー８０は、計量指標１０８を有す
るのが良い。これら計量指標１０８は、カバー８０がそれ自体逆さまにされたときにこれ
ら計量指標が役立つよう逆さまにされている。この場合、ユーザは、キャップ４０を閉じ
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て注ぎ口３０を封止すると共に閉じ、カバー８０をベース２０から取り外し、カバー８０
を図９に示されているようにひっくり返し、次に、別の計量指標１０８を用いて所望量の
物質、例えば粉末を計量する。計量指標は、図示のようにオンス（ｏｚ．）、ミリリット
ル（ｍＬ）又はこれらの両方ではっきりと示されるのが良い。計量指標１０４及び／又は
１０８は、内部（容器１０が不透明な材料で作られている場合に好ましい）又は外部（容
器が半透明又は透明である場合）上に形成されるのが良い。
【００２２】
　多数枚のはね９２及び開口部９６，９８を備えた混合器具９０が使用中、液体と固形分
の混合を促進するために設けられるのが良い。混合器具９０を容易に理解できるように使
用の際、延長部６４，６６上に載せるのが良い。理解されるように、混合器具９０は、果
物、例えばレモン又はオレンジ一切れのジュースを作りやすくするために逆さまにされて
用いられるのが良い。この目的のための別個のジューサを同様に設けても良い。
【００２３】
　注ぎ口３０は、図示のように使いやすくすると共にクリーニングしやすいようカバー８
０に取り付けられ設けられても良いことが更に想定される。
【００２４】
　タブの形態をした取っ手１１４がベース２０からのカバー８０の取り外しを助けるため
にカバー８０に設けられるのが良い。
【００２５】
　注目されるように、開き位置４８では、延長部５４の自由端は、注ぎ口３０の上方に配
置されると共にこの注ぎ口の周囲内に配置されることになる。手動回動式キャップ４０に
関し、ユーザがこの適正な開き位置を達成するのを助ける（そして、回しすぎを回避する
）のが望ましい。キャップ４０のその開き位置４８での回転を停止させる停止部１２０が
この目的のために設けられるのが良い。適正な開き位置を越えるキャップ４０のそれ以上
の回転を単に阻止することに加えて、この停止部１２０は又、キャップ４０をその開き位
置４８に保持するために閉じ位置に向かう意図しない戻り運動が生じないようキャップを
開き位置４８に保持するよう作用することができ、したがって、この停止部は、使用の際
に液体が注ぎ口３０を経て容器１０から注ぎ出されるのを邪魔することはない。停止部１
２０は、例えば図５～図８に詳細に示されている。停止部１２０は、例えばトラニオンの
形態をした雌型部分１２４及びピン又はアクスルの形態をした雄型部分１２８を有するの
が良い。トラニオン１２４は、ピン１２４の外面１３６と嵌合する表面１３２を備えた異
形ピン受け入れ部分を有するのが良い。外面１３６は、面取りフェース１３８を有するの
が良く、この面取りフェースは、表面１３２の対応の傾斜部分１４８に当たる。図４及び
図６に示されているように、停止部１２０は、その閉じ位置にあり、１つ又は２つ以上の
延長部分１６２，１６４を有する延長部５４によってその閉じ位置に固定されており、延
長部分１６２，１６４は、例えばそれぞれ注ぎ口３０の係合部分１７２，１７４と嵌合し
てキャップ４０を注ぎ口３０上のその閉じ位置に固定するよう構成されているのが良い。
同じ作用効果をもたらす他の構成も又採用できる。
【００２６】
　図７は、キャップ４０を図５のその停止開放位置で示しており、この停止開放位置では
、傾斜又は面取りフェース１３８は、ピン１２４のフェース１４８に当接している。延長
部又はピン１２４の形態をした停止部１８４が例えば図５及び図７に最も良く示されてい
るようにトラニオン１２４に設けられた凹み１９４に当接してこれと嵌合するよう設けら
れるのが良い。延長部１８４と凹み１９４の嵌合は、キャップ４０を停止させてその所望
の開き位置４８に保持するのを助ける。この場合も又、同じ作用効果をもたらす他の構成
を採用することができる。
【００２７】
　上記の説明から、本発明は、その構造に固有の他の利点と一緒に上述した狙い及び目的
を全て達成するよう申し分なく構成されたものであることは理解されよう。
【００２８】
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　或る特定の特徴及びサブコンビネーションが有用なものであり、他の特徴及び他のサブ
コンビネーションを参照しないでも採用できることは理解されよう。これは、特許請求の
範囲の記載によって想定され、そしてこれは、特許請求の範囲に記載された本発明の範囲
内にある。
【００２９】
　本発明の範囲から逸脱することなく本発明について考えられる多くの実施形態を想到で
きるので、本明細書に記載され又は添付の図面に示された全ての内容は、例示として解さ
れるべきであり、本発明を限定する意味ではないことは理解されるべきである。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　容器
　２０　ベース
　３０　注ぎ口
　４０　キャップ
　４４　閉じ位置
　４８　開き位置
　５０　案内器具
　５１，５３　滴
　８０　カバー
　９０　混合器具
　１０４，１０８　計量指標

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】 【図１１】
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